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横浜市都筑区都筑土木事務所

《 図面-No.1 》
センター南側入口〜
（都筑中央公園）〜渋沢橋

《 図面-No.2 》
渋沢橋〜（鴨池公園）〜ささぶね橋

《 図面-No.3 》
ささぶね橋〜御影橋

《 図面-No.4 》
御影橋〜（葛ケ谷公園）

《 図面-No.5 》
（葛ケ谷公園）〜ひょうたん池

《 図面-No.6 》
ひょうたん池〜（大原みねみち公園）

※公園は再整備範囲ではありません。
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当初の緑道の設計思想を最大限に尊重しつつ、変化する社会情勢に対応した
緑道を目指します。

緑道再整備について

港北ニュータウンの緑道網は、利用者の受ける印象レベルから、都市環境への貢献まで様々な工夫がなされています。

◎地形を活かす ◎立体交差による連続性の確保と場面転換 ◎周辺環境に配慮した景観計画 ◎エッジレス
◎視点場を結ぶ有機的な意匠 ◎自然素材の多用 ◎デザイン性に優れた施設 ◎緑道を楽しむ仕掛け

一方、施設の老朽化やバリアフリー化、樹木の巨木化や過密化等が課題となっております。したがって、当初の設計思想や仕様を
活かした再整備を行なっていきます。

緑道再整備のコンセプト

〜港北ニュータウンのまちづくり方針〜

・緑の環境を最大限保存する都市づくり
・‘ふるさと’をしのばせる都市づくり
・安全なまちづくり
・高い水準のサービスが得られるまちづくり

〜基本構想〜 グリーンマトリックス

緑道を主骨格とし、集合住宅、学校、企業用地な
ど大街区の斜面樹林や屋敷林など民有の緑の公園
緑地などの公共の緑と束ねて連続させ、さらに歴
史的遺産、水景などとも結合させて再構築し、地
区全体の空間構成の要としたシステムです。

開発以前

計画〜現在

現在〜将来

〜ガイドラインの考え方〜

・当初設計思想の継承
・利用形態の変化、社会的背景に対応
・市民参加

1



緑道再整備について

小川 あぜ道
（土、石等）

屋敷林
雑木林

せせらぎ
舗装

雑木林 雑木林

空間イメージ

社会的背景、利用
形態の変化による
課題

空間に読み替えられた要素

①土舗装、
白河石舗装

②せせらぎ
③保存緑地
④エッジレス
《付加機能》
・手すり・車止め
・ベンチ・サイン・照明

多様な利用形態による課題への再整備方針

ふるさとを感じさせる要素

①あぜ道
（土、石等）
②谷戸を流れる小川
③樹林地（屋敷林、雑木林）
④一体的な土地利用

課題を踏まえた整備方針

①機能的かつ土を連想させる舗装、
白河石の保存

②せせらぎの継承
③樹林地の再生
④エッジレスの継承
《付加機能の更新》
・バリアフリー化、デザインの踏襲
・機能性、景観性に配慮、LED化
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ゾーニングについて

ゾーニング

「生活動線としての利用頻度に基づくゾーニング」と整備水準の考え方

多様な利用形態に対応するため、緑道が区民に果たす役割によってゾーニングし、
それに応じた整備を行います。
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生活動線としての利用強度に基づくゾーニング 
 

 

[2] 利用強度に基づくゾーニング 

元来、緑道は通勤や買い物といった生活動線としての利用を想定していませんが、実際には生活動線となっ

ている区間が存在します。利用形態の違いにより利用者の求める整備内容（舗装種別や植栽の管理）が異なる

ことから、生活動線としての利用強度に基づき 3段階のゾーニングを行いました。 

ゾーニングは土木事務所に寄せられたご意見やご要望の解析、現地踏査などに加えて、大学より提供された

利用データ（※）等をもとに決定しました。 
 

・利用強度「 強」 … 緑道が駅への主要経路になっている。自歩専道等を通じて住宅地からの交通が集中。 

・利用強度「 中」 … 駅までの主要経路に接続するものの、利用する地域が限られる。 

・利用強度「 弱」 … 駅への主要経路となっていない。 

 （駅に向かう配置になっていない、一般の道路が並行している、高低差があるなど） 

※ふじやとのみち・くさぶえのみちについて東京都市大学丹羽研究室より研究データの提供を受けました 

 

 

  

自 転 車 通 行 を 誘 導 す る 推 奨 ル ー ト と 重 な っ て い る 区 間 （ P . 1 7 「 都 筑 区 自 転 車 ・ 歩 行 者 安 全 事 業 」 参 照 ）  

「生活動線としての利用頻度に基づくゾーニング」

当初の設計思想を損なわずに変化する社会情勢に
対応させるための手法として、ゾーニングの考え
方を導入します。
緑道には多様な利用形態とそれに応じたニーズが
存在します。
そこで、特に整備内容に対する考え方に開きの大
きい「生活動線としての利用強度」によるゾーニ
ングを行い、それぞれのゾーンに応じた整備内容
を定めます。
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水景施設について

流れの水源と水供給方法

せせらぎの課題

地下ポンプで葛ケ谷公園のところから汲み上げて、流れに
水を供給しています。

水景施設は、里山景観に欠かせない水辺を多様な素材と形態で創り出しています。園路と緑地をつなぐ
バッファーとしての機能や雨水処理機能、生物多様性など複合的な機能を発揮できる配慮が必要です。

水源

水景施設

水が下を
くぐっている

《現況》
・定期的に浚渫を行なっており、アオミドロが減ってきて
います。
・水門を開けて水位を上げたことにより、水質改善がみら
れています。

《管理方針》
・水質悪化を抑制するため、カモやコイ
等の生き物への餌やりは禁止とします。
・コイヘルペスがあるため持ち運びがで
きないことから、外来種（コイ等）は駆
除することを検討します。
・ヨシやオギ等の水生植物の形成により、
水質が改善される事例もあるため、一部
刈り残すことも検討します。

ひょうたん池

護岸崩れ
護岸えぐれ

池の現況・管理方針

ポンプ

漏水

樹木の巨木化、樹林の乾
燥化等により、せせらぎ
全体の水量の減少が考え
られます。また、水路の
老朽化も見られます。
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再整備の代表的な事例

【 石畳の風合い × スロープの滑り抑制 】 【 白河石舗装の目地 】

【 バリアフリー対応 × 環境との調和 】

当初のものを残しながら修繕

思想に準じた整備

当初の仕様を改良

当初の設計思想や仕様を活かした再整備を行なっていきます。
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・ 表土が流出し、砕石やガラが露出している場合は取り除く。再度

舗装する際は勾配計画を見直す必要がある。 

・ 定期的な舗装材の補充等のメンテナンスに配慮をする。 

・ 土系舗装を使用する場合は園路の利用状況や排水に十分考慮す

る。特に排水をせせらぎに頼る区間は水路際の樹木の根などに

よる凹凸で排水不良が引き起こされやすいので注意が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 当初石畳は園路勾配３%以上の場所や出入口等に使用された。緑道を特徴付ける大切な要素である。 

・ 石と目地の段差（高さ）の設け方により歩行感が大きく変わり、また立体感も変化する。車いすやベビーカーの

通行に配慮しつつ、立体感を出すよう１～2 ㎜程度、逆かまぼこ型に窪ませる（スポンジで押す）。施工時にス

ポンジで表面の水分を吸収することでざらざらとした質感を演出できる。 

・ 目地詰めを行う場合、目地モルタルに墨を混入することで景観に馴染みやすくなる。墨を混入したモルタルで目

地を埋める方法と、施工直後に毛細管現象を利用して墨を吸わせる方法がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 当初土舗装であった区間が段階的に舗装され、２種類以上の舗装材で構成されている場合がある。どちらかの舗

装に利用が集中し幅員を有効活用できないため、概ね 4m未満の園路においては単一の舗装仕様とする。4ｍ以

上の場合は複数の仕様を用いることも妨げない。 

・ 舗装の素材が切り替わる箇所では、擦り付けや視覚的な連続性などに配慮する。 

・ 園路が複線化している箇所や、十分な幅員がある（概ね 4m以上）場合はこの限りではない。  

白河石  事例 2 

土舗装  事例 1 

整備の展開事例 

複数の素材を使用した舗装 事例 3 
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・ 生物採取のために護岸石がはがされ、防水シートが露出する。 

・ 防水シートが表面に出にくくするためにシートの上に大小の自然石を組み合わせ、はがれやすい端部を大きめ

の石や蛇籠で押さえる。また、生物生息空間の確保のため、石をモルタルにより固定しない。 

・  

 

 

 

 

 

 

 

・ 斜面からの土砂流入を防ぐためにせせらぎを構成している自然

石で土留めを設ける。 

・ 園路の視覚的広がりを創るためにせせらぎと園路を一体的に改

修する。 

 

 

  

土留め × 園路との一体化 事例 2 

防水シートの修繕 × 生きものの生息空間確保 事例 1 

整備の展開事例 

【 植栽・土留め × 園路との一体化 】 【 せせらぎ・土留め × 園路との一体化 】 【 土舗装 】
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・ カーブの内側の中低木の剪定や間引き、高木の下枝上げなど視線の抜けを確保する。 

・ カーブの外側を拡幅し曲がりやすくすると共に見通しを確保する。 

・ 自転車の速度抑制のため、カーブ内側の線形に変化を持たせ（波型にするなど）大回りを強いてもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・ 土留めを設け、園路を広げるとともに土砂の流出を軽減する。 

・ 法面は草本や低木を植え土砂の流出を防ぎながら土留めの存在感を薄め、景観の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ せせらぎと園路を一体化した空間と捉え園路の拡幅を図る。 

・ 状況によって視点場を新たに創りさらに緑道の魅力を高める。 

 

園路の拡幅 × 斜面の土の流出 事例 2 

園路の拡幅 × 既存樹木の保護 × 親水空間の創出 事例 3 

園路の拡幅 × カーブの見通し確保 事例 1 

整備の展開事例 

【 園路の拡幅 】

5



図面-No.1 ■ 課題と再整備方針センター南側入口〜（都筑中央公園）〜渋沢橋 6

水路に土壌流出

裸地

水切り土居木と粗朶柵を設置し
ている事例（鴨池公園）

コケ

常緑樹を伐採し園路に光を入れ
たことで、園路のコケを抑制し
た事例（茅ヶ崎公園）

常緑樹伐採跡

■土壌流出の抑制

■園路上のコケの抑制

■自転車通行抑制
サイン新設・盤面更新
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・ ピクトグラム化、バイク乗入れ禁止サインを車止め一体型とし煩雑な印象を避ける。 

・ 盤面の地色は景観に馴染みやすい色を使用、規制サインの色として統一を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 情報量の多い自転車押し歩きサインはピクトグラム化と２言語表記とする。 

・ 盤面の地色は景観に馴染みやすい色を使用、注意サインの色として統一を図る。 

 

 

 

ウォーキングなど広域にわたる利用者が多い 

・ 利用者が見る向きとサインの向きを合わせる。 

・ 公共施設やバス停など周辺施設を記載する。 

・ 接続する緑道や公園名を記載する。 

・ せせらぎなど見どころになる施設を記載する。 

 

様々な層の利用者が使用する  

・ ピクトグラムを用いた直感的な凡例表示。 

・ ふりがな、英語表記の採用。 

・ 階段など、支障になる可能性のある施設を明記。 

・ 高低差を色の変化で表現する。 

 

メ ンテナンスの工夫 

・ 汚れを付着しにくくするため、盤面に角度をつけない（垂直に設置する）等。 

・ 盤面の下部に余白を設ける（盤面下部が劣化しやすいため）。 

  

サインイメージ 

サイン盤面イメージ 既設サイン 

規制サインの単純化 × 景観との調和 事例 1 

整備の展開事例 

利用指導サインの単純化 × 景観との調和 事例 2 

緑道ならではの案内板の工夫 事例 3 

表現を工夫した案内板（鴨池公園） 

既設サイン 

わかりやすい
ピクトグラムのサイン
（盤面イメージ）



図面-No.2 渋沢橋〜（鴨池公園）〜ささぶね橋 7■ 課題と再整備方針

■水路の水量改善

水路

土

防水シート

園路

河床の土が流れ出し、水が下に回り込んで
いることが考えられる

鴨池公園

水が下を
くぐっている

水路

園路

樹冠あけて、
園路に光を入れる

中低木をとる

■再整備イメージ ■カスケード漏水の改修

水路

水路

堰

防水シート

防水シート

■転落防止柵に更新

開いている

安全に配慮し
た、縦型のデ
ザイン柵に更
新する



図面-No.3 ささぶね橋〜御影橋 8■ 課題と再整備方針

護岸えぐれ

■護岸の改修

■林床の植栽

下草が生えていない林床

林床に植物が出にくい
環境のエリアには、季
節感のある低木類を植
栽するのもよい

自然素材を
利用したさ
さぶねのみ
ちの水路護
岸を復活さ
せる

マンサク ムラサキシキブ

ヤマツツジ

電動車椅子等が通行しづら
い車止め

■車止めの更新
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・ 本来持っている場所の石畳などの風合いを損ねない様に

車止めの基礎を舗装厚分深くし、基礎が見えないように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 多様な方が利用する緑道であるので、電動車椅子や双子ベビーカーなどが通過できる配置と形状に

配慮した車止めを設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 街区の構造上、バイクが横断しやすい区間は部分的に一段パイプ柵を設置する。 

 

 

 

場所性の継承 事例 1 

整備の展開事例 

電動車椅子等への配慮 事例 2 

バイクの通り抜け対策 事例 3 

※芯と芯の距離 電動車椅子等へ配慮した
車止めを設置する
（Bタイプ）

（Cタイプ）



図面-No.4 御影橋〜（葛ケ谷公園） 9■ 課題と再整備方針

■舗装材の統一

コンクリート
土

コンクリート舗装側に
通行が偏り狭い

単一の脱色アスファルト舗装とし、
園路幅を拡幅する

木立ちの中の脱色アスファルト
舗装事例

66   都筑区緑道再整備ガイドライン 

ポイント  

3-e. 維持管理編 園路沿い・住宅境の植栽 

[1] 縦断面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 樹冠が接している高木は間伐する（落葉樹：常緑樹=7:3～6:4程度）（※) 

② 落葉樹の懐に入った常緑樹は間伐する 

③  将 来 の 高 木 と な る 亜 高 木 は 樹 形 の よ い カ シ 、 タ ブ な ど を 残 す （ 高 木 よ り か な り 少 な く て よ い ）  

④ ヒサカキ、シロダモ、マテバシイなどは樹林が暗くなるため間伐する 

⑤ 中低木のシラカシ、アオキなども不要。ただし、目隠しにする場合は残す（常緑樹は高さを

コントロールしやすいため） 

⑥ 伐採後、萌芽したモヤは 2～3本残してもよい 

⑦ 雪などで樹形が乱れた木や枝葉はとりのぞく 

 

目隠し  

・ 利用強度「強」「中」ゾーンでは、家や建物を完全には隠さない（人の気配を感じられる=安心）ように

間伐する。 

・ 樹木が生長すると下の枝葉がなくなるため、ポイント切りで下葉を出させる（この管理を行いやすい常

緑樹を残しておく）。 

  

樹木の過密化や実生木の繁茂により暗く見通しの悪い空間にならないように適正に管理します。 

※：残す樹木も長期間の過密環境で樹形が乱れている場合があるため適宜剪定する。 

維持管理

の 心 得  

＊ポイント伐りとは＊
樹木の高さを抑えて、枝葉の発
芽を促す。
高さを下げた樹木から、低い位
置で新しい枝葉が出ることで、
日陰を作ったり、目隠しの効果
が期待できる。

■住宅側の樹木の管理
《生長》
樹木が高くなり
下枝がなくなる

《当初》
視線を遮る高さで
植え付け

《管理作業》
ポイント伐りをして
若い枝を出す



図面-No.5 （葛ケ谷公園）〜ひょうたん池 10■ 課題と再整備方針

狭い

コンクリート殻が
露出している広場

■白河石の再利用

■園路の拡幅

園路幅を広げて、脱色アスファ
ルト舗装とする

民有緑地 緑道

水路 園路

木漏れ日がさす
明るめの緑道

■再整備イメージ

スロープの白河石舗装を脱色
アスファルトとし、ガラが露
出している広場に再利用する

木立ちの中の脱色アスファルト
舗装事例



図面-No.6 ひょうたん池〜（大原みねみち公園） 11■ 課題と再整備方針

■土舗装（ダスト舗装）へ更新

水溜り

ダスト舗装の更新した事例
（ささぶねのみち）

コンクリート殻の除去
※細粒度砕石（M-40）の舗装の検討も行う

コンクリート殻の露出

■高木の伐採、更新等

樹木の過高木化

樹木の更新を行なった事例（鴨池公園）


